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１ 狛犬 南砺市桐木神明宮 

井
波
石
工 
岩
崎
弥
吉 

 

尾
田 

武
雄 

  

富
山
県
南
砺
市
井
波
に
は
、
石
屋
町
と
い
う
俗
地
名
が
あ
っ
た
。『
い
な
み
地
名
の
由
来

と
伝
説 

井
波
地
区
』（
井
波
町
教
育
委
員
会
編 

平
成
五
年
刊
）
に
よ
る
と
「
脇
本
魚
店

向
か
い
の
東
大
谷
川
沿
い
に
、
昭
和
初
期
ま
で
石
屋
さ
ん
が
軒
を
並
べ
て
い
た
の
で
、
こ

の
通
り
を
石
屋
町
と
呼
ん
で
い
た
。
閑
乗
寺
台
地
の
奥
ま
っ
た
南
斜
面
は
字
石
山
と
い
わ

れ
、
そ
の
石
切
場
か
ら
石
を
切
り
出
し
て
石
仏
、
石
臼
、
根
太
石
、
墓
石
な
ど
を
加
工
し

て
い
た
。
」
と
あ
る
。
今
は
そ
の
面
影
は
な
い
が
、
民
家
の
柱
に
「
石
屋
町
」
の
標
識
を
見

つ
け
た
。
こ
の
周
辺
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
石
工
も
多
く
い
た
。
そ
の
中
で
、

岩
崎
弥
吉
に
つ
て
報
告
し
た
い
。
石
工
名
の
あ
る
石
仏
は
六
体
あ
り
、
年
次
在
銘
の
あ
る

石
仏
は
四
体
が
あ
る
。
最
も
古
い
の
が
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
で
あ
り
、
新
し
い
の
が

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
で
あ
る
。 

 

製
作
品
も
地
蔵
、
如
意
輪
観
音
、
不
動
明
王
、
戦
没
碑
、
狛
犬
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
で
い
る
。
銘
が
六
体
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
銘
に
な
い
作
品
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
注
意
深
く
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。 
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２ 如意輪観音 南砺市沖 

３ 不動明王 南砺市高屋古宮 

４ 如意輪観音 砺波市伏木谷 

５ 狛犬 南砺市沖神明宮 ６ 十一面観音 南砺市荒高屋 
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二
松
「
右
立
山
道
」
碑
石
の
変
遷
と
立
山
登
山
道 

 

平
井 

一
雄 

 

富
山
県
富
山
市
旧
大
沢
野
町
二
松
の
「
右
立
山
道
」
碑
石
の
右
側
に
尾
洲
春
日
井
邦
／

河
原
村
、
左
側
に
は
油
屋
弥
吉
／
沖
村
／
半
屋
友
右
工
門
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

尾
洲
春
日
井
郡
は
現
在
の
愛
知
県
春
日
井
市
で
、
春
日
井
市
は
名
古
屋
、
多
治
見
、
土

岐
、
瑞
浪
、
各
市
の
中
間
に
位
置
し
商
工
業
の
中
心
地
で
あ
る
。
河
原
村
、
沖
村
在
住
の

商
家
の
旦
那
方
二
名
が
店
の
若
衆
を
供
に
連
れ
て
、
岐
阜
、
高
山
経
由
、
一
ヶ
月
位
の
日

程
で
立
山
参
詣
が
行
な
わ
れ
た
。
下
タ
地
区
か
ら
舟
倉
地
区
を
経
て
福
沢
方
面
に
行
か
れ

た
と
思
う
。
途
中
道
筋
等
を
書
き
留
め
、
参
詣
を
終
っ
て
帰
り
道
、
下
夕
地
区
で
自
分
達

が
苦
労
し
て
道
を
探
し
た
こ
と
を
考
え
、
道
し
る
べ
を
作
る
事
を
決
心
さ
れ
、
地
元
の
石

屋
に
頼
み
、
建
る
場
所
、
個
数
を
し
た
た
め
、
代
金
を
払
っ
て
帰
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

二
人
の
篤
志
家
の
善
意
に
よ
り
数
多
く
の
人
々
に
喜
ば
れ
た
事
と
思
う
。
時
期
は
文
化

文
政
の
頃
で
あ
ろ
う
。 

「
右
立
山
道
」
の
道
標
は
二
松
町
屋
敷
歩
数
打
立
帳
に
あ
ん
屋
敷
、
横
巾
一
間
五
分
除

く
と
あ
る
。
つ
ま
り
当
時
、
既
に
九
尺
位
の
道
が
あ
っ
た
角
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
道
は
当
時
、
立
山
登
山
道
で
あ
り
、
塩
野
古
田
の
取
入
口
を
利
用
し
た
万
願
寺
道

で
あ
っ
た
。
判
り
に
く
か
っ
た
の
で
、
こ
の
道
の
人
口
に
置
か
れ
た
も
の
と
思
う
。『
開
村

百
七
十
年
記
念 

二
松
の
あ
ゆ
み
』
昭
和
59
年
よ
り
引
用
。 

こ
の
碑
石
は
私
が
確
認
し
た
昭
和
59
年
10
月
29
日
万
願
寺
道
左
側
に
あ
っ
た
時
を
一

回
目
①
と
す
る
と
②
二
回
目
、
二
松
公
民
館
前
、
万
願
寺
道
右
側
③
と
三
回
移
転
し
て
い

る
。
万
願
寺
道
が
整
備
中
の
時
、
一
時
的
に
公
民
館
前
で
保
存
さ
れ
、
道
の
整
備
が
終
り
、

本
来
の
飛
騨
よ
り
立
山
に
向
か
う
方
向
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
③
万
願
寺
道
右
側
に
建
立

さ
れ
た
。
刻
字
は
摩
耗
し
て
読
み
取
り
に
く
く
な
っ
た
。 

万
願
寺
三
叉
路
に
は
④
「
左
立
山
道
」
碑
石
が
あ
り
「
尾
州
春
日
井
邦
・
・
・
」
が
か

す
か
に
読
み
取
れ
る
。
二
松
「
右
立
山
道
」
と
同
時
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。 
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三ノ坂往来大休場の義賢名号塔 

義賢名号塔正面 

七面大明神車道道標 

題目塔 

三
ノ
坂
往
来
の
義
賢
名
号
塔 

 

滝
本 

や
す
し 

  

石
川
県
金
沢
市
夕
日
寺
地
区
の
三
ノ
坂
往
来
と
称
さ
れ
る
山
道
の
途
中
に
「
南
無
阿
弥

陀
佛
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
お
り
義
賢
行
者
の
署
名
と
花
押
が
入
っ
て
い
る

と
の
ご
教
示
を
、
同
地
区
在
住
の
植
田
卓
志
氏
か
ら
昨
年
九
月
に
い
た
だ
い
た
。
今
年
三

月
に
、
植
田
氏
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
確
認
調
査
を
行
っ
た
。 

 

三
ノ
坂
往
来
は
、
北
国
街
道
の
金
沢
市
大
樋
町
か
ら
山
王
町
を
経
て
、
二
俣
町
付
近
で

オ
コ
谷
往
来
に
合
流
し
て
南
砺
市
坂
本
へ
と
通
じ
る
山
道
で
、
加
賀
藩
前
田
家
の
参
勤
交

代
に
も
利
用
さ
れ
た
。
三
ノ
坂
往
来
の
途
中
に
は
、
大
休
場
と
呼
ば
れ
る
開
け
た
場
所
が

あ
る
。
茶
屋
な
ど
が
あ
っ
た
場
所
で
、
そ
の
一
角
に
義
賢
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

義
賢
名
号
塔
は
赤
戸
室
石(

金
沢
市
戸
室
新
保
周
辺
で
産
出
さ
れ
る
赤
紫
色
の
安
山
岩)

製
で
、
独
特
の
書
体
の
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
の
下
に
署
名
と
花
押
が
、
左
側
面
に
「
無
縁

法
界
」、
右
側
面
に
「
嘉
永
二
己
酉
年
六
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
す
ぐ
手
前
に
大
き
な
石

が
あ
る
が
、
こ
の
名
号
塔
の
台
石
で
、
か
な
り
以
前
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
写
真
に

は
名
号
塔
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。 

 

義
賢
は
天
明
六
年
羽
州
生
ま
れ
の
浄
土
宗
の
僧
で
、
中
部
地
方
各
地
を
巡
錫
し
た
念
仏

行
者
で
あ
る
。
天
保
十
一
年
、
石
動
か
ら
津
幡
を
経
て
九
月
二
十
五
日
に
金
沢
に
入
り
、

十
一
月
六
日
ま
で
滞
在
、
松
任
で
宿
泊
、
小
松
か
ら
大
聖
寺
を
経
て
福
井
へ
向
か
っ
た
。

石
動
や
津
幡
に
立
ち
寄
る
た
め
、
三
ノ
坂
往
来
で
は
な
く
北
国
街
道
を
利
用
し
て
い
る
。

そ
の
後
福
井
で
体
調
を
崩
し
、
森
厳
寺
で
入
寂
さ
れ
た
。
金
沢
滞
在
中
の
明
確
な
記
録
は

残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
間
に
三
ノ
坂
往
来
を
訪
れ
た
と
は
考
え
辛
い
。
石
塔
の
造
立

は
嘉
永
二
年
で
あ
り
、
義
賢
が
金
沢
を
訪
れ
た
九
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
金
沢
滞
在
中
に

書
か
れ
た
書
を
も
と
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
願
主
名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
な
い

の
で
、
造
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 

義
賢
名
号
塔
と
の
関
連
は
な
い
が
、
大
休
場
か
ら
東
へ
数
百
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
建
て

ら
れ
て
い
る
石
塔
も
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
笏
谷
石(

福
井
市
で
産
出
さ
れ
る
淡
青
の
凝

灰
岩)

製
の
角
柱
型
で
、
正
面
に
大
き
く
「
七
面
大
明
神
」、
そ
の
右
に
「
右
御
小
は
た
ゑ
」、

左
に
「
左
く
る
ま
み
ち
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
左
側
面
に
大
き
く
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」、

そ
の
右
に
「
右
相
ひ
ミ
ち
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
右
側
面
に
「
寛
政
四
壬
子
閏
二
月

吉
日
」
と
刻
ま
れ
、
そ
の
左
に
も
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
剥
落
し
て
判
読
で
き
な
い
。

こ
の
場
所
は
、
七
面
大
明
神
を
祀
る
車
町
宝
乗
寺
へ
と
続
く
道
の
分
岐
点
で
あ
る
。「
御
小

は
た
ゑ
」
に
該
当
す
る
地
名
は
見
当
た
ら
な
い
が
、「
オ
コ
端
へ
」(

オ
コ
谷
往
来
の
端
へ)

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
道
標
か
ら
車
町
方
面
へ
と
進
ん
だ
路
傍
に
、
笏
谷
石

製
の
石
塔
が
二
基
み
ら
れ
る
。
一
基
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
刻
ま
れ
た
題
目
塔
で
、
右
側

面
に
「
干
時
享
保
三
歳
八
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
も
う
一
基
は
残
決
で
、
全
く
判
読
で

き
な
い
。
こ
れ
ら
二
基
は
転
倒
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
墓
標
の
よ
う
で
あ
る
。 
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熊野神社 倒壊狛犬 

第
66
回
例
会
報
告 

旧
福
光
町
と
旧
福
野
町
の
石
仏
め
ぐ
り 

 

宮
内 

七
生 

 

五
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
今
回
の
例
会
で
は
、
富
山
県
南
砺
市
福
光
（
旧
福
光
町
）
と

福
野
（
旧
福
野
町
）
の
石
仏
を
巡
り
ま
し
た
。
富
山
県
南
西
部
に
位
置
す
る
南
砺
市
は
、

平
野
部
に
は
散
居
村
が
、
福
光
や
井
波
の
中
心
地
に
は
古
い
町
並
み
が
、
山
間
地
の
五
箇

山
に
は
合
掌
造
り
の
家
屋
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
福
光
町
は
世
界
的
版
画
家
の
棟

方
志
功
が
戦
時
中
に
疎
開
先
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
日
本
画
家
・
石
崎

光
瑶
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
福
野
町
は
古
く
か
ら
南
砺
地
方
の
交
易
の
中

心
地
で
、
市
場
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
い
て
い
る
こ
の
地

域
に
は
石
仏
も
多
く
、
今
回
の
見
学
会
で
も
多
種
多
様
な
石
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

初
め
に
向
か
っ
た
坂
本
の
共
同
墓
地
の
近
く
に
は
、
医
王
山
の
朴
坂
（
ほ
お
さ
か
）
峠

を
越
え
て
金
沢
市
二
俣
町
へ
と
続
く
古
道
の
入
り
口
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
時
代
に
開
か
れ

た
こ
の
道
は
、
江
戸
時
代
、
加
賀
藩
主
も
こ
の
道
を
通
っ
た
こ
と
か
ら
「
殿
様
道
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
道
中
に
は
、
西
国
三
十
三
か
所
観
音
が
配
置
さ
れ
、
墓
地
の
近
く
の

崖
の
下
の
草
む
ら
に
は
、
第
一
番
観
音
で
あ
る
如
意
輪
観
音
像
が
ひ
っ
そ
り
と
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
村
家
の
墓
所
内
に
は
浮
彫
り
の
誕
生
釈
迦
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

石
造
の
誕
生
釈
迦
は
県
内
で
も
珍
し
く
、
数
少
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
に
立
山
町
や
高
岡

市
に
も
作
例
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

次
に
向
か
っ
た
山
本
の
熊
野
神
社

で
は
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
影

響
で
鳥
居
が
倒
壊
し
、
狛
犬
が
台
座
か

ら
落
ち
、
砕
け
散
っ
た
ま
ま
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
改
め
て
県
内
で
の
地
震
の

被
害
の
大
き
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。 

 

福
光
の
市
街
地
、
荒
町
の
路
傍
に
あ
る
横
長
の
大
き
な
石
造
り
の
堂
内
に
八
体
の
石
仏

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
不
動
明
王
を
中
心
に
、
左
か
ら
如
意
輪
観
音
、
准
胝
観
音
、

十
一
面
観
音
、
不
動
明
王
、
千
手
観
音
、
馬
頭
観
音
、
聖
観
音
の
順
に
並
び
、
西
国
三
十

三
か
所
観
音
の
第
十
番
の
観
音
像
も
移
設
さ
れ
、
堂
内
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
福
光

町
和
泉
の
旧
家
で
あ
る
石
崎
家
の
石
崎
彦
九
郎
が
願
主
で
、
石
屋
甚
右
エ
門
の
作
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
七
体
は
朴
坂
峠
の
登
り
口
に
安
置
さ
れ
た
も
の
を
、
大
正
時
代
に
現
地
に

移
設
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
見
学
会
の
日
に
も
、
お
堂
に
は
色
と
り
ど
り
の
立
派
な

生
花
が
供
え
ら
れ
て
お
り
、
石
仏
や
石
造
り
の
お
堂
も
保
存
状
態
が
良
く
、
現
在
で
も
信

仰
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
、
田
中
の
路
傍
に
石
龕
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は
水
天
立
像

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
来
、
こ
の
地
域
の
水
源
に
あ
た
る
小
矢
部
川
堤
の
近
く
の
旧
刀

利
村
に
て
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
昭
和
三
十
六
年
の
ダ
ム
建
設
に
伴
い
移
設
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
同
地
に
迎
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
頭
上
の
冠
に
五
龍
（
蛇
）
を
頂
き
、
左

手
に
羂
索
を
、
右
手
に
は
剣
を
持
っ
て
い
る
姿
で
表
わ
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
水
天
像
は
県

内
で
も
十
数
体
の
作
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
鍛
治
の
農
地
の
一
角
に
は
「
水

天
神
宮
」
と
刻
ま
れ
た
六
角
柱
型
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

高
宮
の
路
傍
に
は
十
数
基
の
五
輪
塔
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
五
輪
塔
は
浄

土
真
宗
改
宗
前
の
真
言
宗
宝
生
寺
時
代
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、
大
き
さ
は
ま
ち
ま
ち
に

重
ね
ら
れ
て
お
り
、
特
に
空
風
輪
と
水
輪
が
多
く
、
地
輪
な
ど
は
失
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。 

 

鍛
治
集
落
の
路
傍
の
石
堂
に
納
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
金
剛
界
大
日
如
来
「
バ
ン
」
の

板
碑
で
す
。
「
大
永
六
年
七
月
」
（
大
永
六
年
は
一
五
二
六
年
）
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
砺
波

地
方
で
唯
一
、
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
板
碑
で
す
。
関
東
に
多
く
見
ら
れ
る
緑
泥
片
岩
で

で
き
た
板
碑
と
石
材
は
異
な
り
ま
す
が
、
小
さ
く
て
厚
み
が
あ
り
、
山
形
の
頭
部
に
二
条

線
と
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
鍛
治
村
開
拓
時
に
田
ん
ぼ
か
ら
出
土
し
た
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。 

 

雨
潜
の
雨
潜
神
明
社
の
鳥
居
の
横
に
あ
る
祠
の
中
に
、
高
さ
約
百
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
浮
彫
り
の
不
動
明
王
像
と
脇
侍
の
制
吨
迦
童
子
と
矜
羯
羅
童
子
が
納
め
ら
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安居寺 六観音ほか 

平田神社 逆立ち狛犬 雨潜神明社 不動明王 

高儀 釈迦三尊 

れ
て
い
ま
す
。
生
涯
で
千
体
の
石
仏
を
彫

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
砺
波
市
庄
川
町
金
屋

の
石
工
・
森
川
栄
次
郎
の
作
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

次
に
向
か
っ
た
の
は
広
安
の
平
田
神
社

で
す
。
境
内
に
は
三
対
の
狛
犬
が
安
置
さ

れ
て
お
り
、
特
に
拝
殿
内
に
安
置
さ
れ
た

一
対
は
き
め
細
や
か
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

向
か
っ
て
右
側
の
狛
犬
は
後
ろ
足
を
あ
げ
、

振
り
向
い
た
姿
を
し
て
い
る
逆
立
ち
型
の

吽
形
、
左
側
の
狛
犬
か
ら
は
子
ど
も
の
獅

子
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
阿
形
で
、
右
が

雄
、
左
が
雌
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
時

代
に
活
躍
し
た
金
沢
の
石
工
・
福
嶋
伊
之

助
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
逆
立
ち
狛
犬
は

加
賀
地
方
北
部
を
中
心
に
石
川
県
内
で
約
百
二
十
対
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
山
県
や

福
井
県
に
も
少
数
な
が
ら
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

本
殿
右
手
の
木
の
下
に
は
「
水
宮
」
と
「
水
天
神
宮
」
と
刻
ま
れ
た
二
基
の
碑
が
建
て

ら
れ
て
お
り
、
水
源
地
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
を
昭
和
五
年
に
同
地
に
移
設
し
た
と
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。 

 

福
野
の
曹
洞
宗
恩
光
寺
は
眼
目
立
山
寺
（
上
市
町
）
の
末
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

慶
安
五
年
に
福
野
の
町
全
体
が
大
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
後
、
火
伏
の
神
で
あ
る
秋
葉
権

現
が
増
山
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
山
門
左
手
の
お
堂
に
は
七
基
の
石
仏

が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
左
側
か
ら
十
一
面
観
音
、
千
手
観
音
、
聖
観
音
、
不
動
明
王
、
如

意
輪
観
音
、
馬
頭
観
音
、
不
空
羂
索
観
音
が
並
ん
で
い
ま
す
。 

 

近
く
に
あ
る
福
野
の
曹
洞
宗
準
提
寺
の
境
内
に
は
小
堂
内
に
は
、
浮
彫
り
の
三
尊
石
龕

が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
左
か
ら
秋
葉
権
現
立
像
、
金
毘
羅
権
現
立
像
、
不
動
明
王
坐
像
が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
々
は
恩
光
寺
の
墓
地
に
あ
っ
た
も
の
が
同
地
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
儀
の
共
同
墓
地
の
入
り
口
に
は
地
蔵
と

共
に
一
石
釈
迦
三
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、

中
央
に
定
印
を
結
ぶ
蓮
華
座
の
釈
迦
如
来
坐

像
、
下
に
は
獅
子
に
乗
る
兒
文
殊
と
象
に
乗

る
兒
普
賢
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
訪
れ
た
の
は
、
高
野
山
真
言
宗
安

居
（
あ
ん
ご
）
寺
で
す
。
奈
良
時
代
の
養
老

二
（
七
一
八
）
年
に
善
無
畏
三
蔵
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
加
賀
藩
前
田
家

の
祈
願
所
と
し
て
保
護
を
受
け
た
歴
史
あ
る
古
刹
で
、
境
内
に
は
数
多
く
の
建
造
物
や
仏

像
が
あ
り
、
県
や
市
に
よ
っ
て
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
西
国
三

十
三
か
所
観
音
も
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

境
内
の
大
欅
の
根
元
の
お
堂
に
は
七
基
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
う
ち
六
基

は
六
観
音
と
し
て
同
様
の
工
法
で
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
右
側
の
一
基
は
石
材
も
異

な
っ
て
い
る
た
め
、
六
観
音
と
は
別

に
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
境
内
に
は

地
蔵
堂
も
あ
り
、
数
基
の
地
蔵
の
中

に
聖
徳
太
子
二
歳
像
も
安
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
西
国
三
十
三
か
所
観
音

を
巡
る
道
の
入
り
口
に
は
、
平
安
時

代
の
藤
原
道
長
と
同
時
期
に
生
き
た

石
造
の
花
山
法
皇
像
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 
能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
、
安
居

寺
で
も
参
道
な
ど
の
灯
籠
、
境
内
の

宝
篋
印
塔
、
大
欅
の
根
元
の
六
観
音

も
倒
壊
や
ひ
び
割
れ
な
ど
の
被
害
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

今
回
の
例
会
を
通
し
て
、
福
光
や
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第６６回例会 福光荒町路傍の堂前にて記念撮影 

福
野
の
石
仏
は
六
観
音
が
多
く
、
精
緻
で
豪
華
な
彫
り
の
石
仏
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
ど
の
石
仏
も
手
入
れ
が
さ
れ
て
お
り
、
保
存
状
態
も
よ
く
、
現
在
も
地
域
の
方
々

に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
元
日
に
発
生
し
た
令
和
六
年

能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
多
く
の
石
仏
や
鳥
居
な
ど
が
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

富
山
県
内
で
も
観
測
史
上
初
の
震
度
五
強
を
観
測
し
た
地
震
の
被
害
の
大
き
さ
に
心
が
痛

み
ま
し
た
。
明
治
以
降
に
多
く
つ
く
ら
れ
た
狛
犬
も
百
年
経
つ
と
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
そ

う
で
す
。
地
震
な
ど
の
災
害
や
摩
耗
か
ら
石
造
物
を
守
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

旧
福
光
町
と
福
野
町
の
石
仏
巡
り
に
参
加
し
て 

 

金
子 

ル
ミ
子 

 

四
月
に
北
陸
石
仏
の
会
に
入
会
し
、
五
月
の
例
会
に
初
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尾
田
先
生
の
御
本
「
と
や
ま
の
石
仏
た
ち
」
と
の
運
命
的
な
出
会
い
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら

繋
が
る
今
日
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
御
縁
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

情
熱
と
探
究
心
み
な
ぎ
る
会
員
の
皆
様
の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
お
聞
き
し

な
が
ら
の
石
仏
巡
り
は
私
に
と
っ
て
「
上
質
な
大
人
の
学
び
の
時
間
」
そ
の
も
の
で
し
た
。

一
体
の
石
像
が
そ
の
地
に
立
つ
い
わ
れ
を
深
く
理
解
し
た
上
で
み
つ
め
る
と
、
放
た
れ
る

オ
ー
ラ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
石
工
の
方
、
そ
し
て
時
代
を
超
え
て
そ
れ
を
大
切
に
守
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
々

の
願
い
や
祈
り
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
回
の
例
会
で
は
初
対
面
で
あ
る
平
田
神
社
の
逆
立
ち
狛
犬
が
最
も
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
キ
ュ
ー
ト
な
狛
犬
、
お
洒
落
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
彫
り

物
か
ら
想
像
で
き
る
金
沢
の
石
工
さ
ん
の
粋
な
心
意
気
は
、
遊
び
心
に
寛
容
な
当
時
の
文

化
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
「
と
や
ま
の
石
仏
た
ち
」
に
ご
対

面
し
な
が
ら
、
そ
の
由
来
、
伝
説
、
芸
術
性
や
人
々
の
信
仰
心
な
ど
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り

じ
っ
く
り
と
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
鮮
明
な
写
真
と
詳
し
い
解
説
入
り
の
貴
重

な
資
料
を
作
成
さ
れ
、
細
か
な
路
地
も
す
い
す
い
と
運
転
し
ご
案
内
く
だ
さ
っ
た
滝
本
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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北陸石仏の会 第６７回例会 
 

―滑川市の石仏めぐり― 
令和６年１０月２０日(日) 

 

参 加 費：会員２０００円（会員外３０００円） 

集合場所：①あいの風とやま鉄道滑川駅……………８時１０分 

②道の駅ウェーブパークなめりかわ……８時２０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

※集合場所および時間が不都合な方はご連絡下さい。 

※感染対策を行い、乗用車に相乗りします。 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和６年１０月３日(木) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  

 

見学予定 富山県滑川市 

◎神明町 櫟原神社／越前狛犬、「道祖神」 

◎四間町 曹洞宗徳成寺／「金剛経宝塔」、釈迦と十六羅漢など 

◎加島町 路傍／地蔵、法華塔、「北辰星」、「庚申塚」、大岩道道標など 

◎柳原 曹洞宗柳原寺／四国八十八ヶ所霊場石仏、弘法大師など 

◎柳原 櫟原神社／「道祖神」、住吉大神、少彦名命など 

◎柳原 路傍／不動明王、弘法大師、名号塔など 

◎坪川 一里塚／法華塔、地蔵、不動明王、青面金剛、名号塔など 

◎曲渕 路傍／地蔵、青面金剛など 

◎笠木 路傍／不動明王(大岩不動摸刻)、兵隊地蔵 

◎四ツ屋 路傍／如意輪観音、地蔵、マンドウ様、三宝荒神、青面金剛など 

◎追分 路傍／六地蔵、「庚申塚」、青面金剛、「金毘羅大権現」など 

◎東金屋 八幡神社／マンドウ様 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 

 

 
 令和６年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


